
第 ・ 回景況調査 年 月調査・ 月調査  

今回は、景況調査のとりまとめのタイミングがずれてしまったため、第 66 回 2010 年

7-9 月期 と第 67 回 2010 年 10-12 月期 をまとめて報告いたします。 

 

●●●●景気景気景気景気のののの「「「「足踏足踏足踏足踏みみみみ状態状態状態状態」」」」 政府月例経済報告政府月例経済報告政府月例経済報告政府月例経済報告 

 政府は昨年 10 月の月例経済報告で、それまで持ち直しが続いていたとしてきた景気に

対し、「足踏み状態」と評価を変えました。昨年 12 月 15 日に発表された日銀の企業短期

経済観測調査 短観 でも、業況判断指数 DI が大企業・製造業が前回 9 月 の 8 か

ら 5 へと悪化を見せました。来期への見通しについては、大企業の製造業、非製造業、中

小企業の製造業、非製造業で悪化を示しています。特に、円高やエコカー補助金終了、家

電エコポイントの半減などの影響をうけた自動車や電気機械関連で数値が悪化しています。

これらの産業分野は、最近の景気の回復をリードしていた産業部門であっただけに、今後

の影響が懸念されています。 

 

●●●●改善改善改善改善しつつもしつつもしつつもしつつも懸念示懸念示懸念示懸念示すすすす 2010年後半期年後半期年後半期年後半期 DOR調査調査調査調査 

 一方、中同協の DOR 同友会景況調査報告 によると、2010 年 7-9 月期、10-12 月

期の前年同期比の景況判断は改善を見せ、10-12 月期には全業種で DI 値 好転企業の

から悪化企業の を引いた数値 がプラスに転じました 7-9 月期 0→10-12 月期 3 。

これは、他の調査よりも中小企業が検討していることを示しています。すでにプラスにな

っていた製造業に加え、流通・商業、サービス業でもプラスに転じ、マイナスは建設業だ

けとなりました 10-12 月期 製造業 10、流通・商業 2、サービス業 7、建設業△10 。

業況水準 DI 値も改善を見せ、4-6 月期△31 が 7-9 月期△18、10-12 月期△12 と改善の方

向に進んでいます。 

但し、2010 年下半期については、前述したように家電エコポイントの半減、エコカー補

助金の終了を控えた駆け込み需要による影響も見ておかなければなりません。需要の先取

りは、逆に今後の需要を押し下げる可能性があることから、2011 年 1-3 月期の業況水準

見通しは厳しいものになっており、全業種では△28 です。業種別で見ると各業種とも厳し

い見通しですが、特に製造業がエコポイントやエコカーの影響を強く受けると考えられ、

今期に比べて厳しい見通しになっています 製造業 10-12 月期△9→1-3 月期△28、サービ

ス業 3→△15、流通・商業△17→△31、建設業△25→△37 。 

 もう一つの問題は、仕入単価と売上・客単価の動向です。仕入単価の DI 値 上昇の

から下降の を引いた数値 は、2008 年に 70 前後まで上がった頃と比べると 2010 年

10-12 月期では 10 ですので、最上昇期と比べるとまだ低い水準です。しかし、円高の下

でもじわじわと上昇しているのが気になります。一方、売上・客単価は、2009 年末に△50



まで落ち込み、その後改善を見せましたが、最近になり 6-9 月期△29、10-12 月期△25 と

改善が止まりました。仕入単価がじわりと上昇し、売上・客単価の改善が進まない状況が

続いているというのが、最近の状況です。来期の見通しの DI 値も仕入単価 8、売上・客単

価△26 とあまり変らず、厳しい見通しを持っています。 

 2010 年 10-12 月期に関する DOR 速報では、こうした状況を踏まえて「今後生産の調

整局面入りの可能性は大きい。価格競争は激化の様相を見せており、的確な対応が求めら

れる」としています。 

 

●●●●大阪市信用金庫調査大阪市信用金庫調査大阪市信用金庫調査大阪市信用金庫調査のののの「「「「景気実感景気実感景気実感景気実感」」」」調査調査調査調査からからからから 

 「足踏み状態」化した景気への実感はどうなっているのでしょうか。大阪市信用金庫が

大阪府下の中小企業に対し昨年 11 月に「中小企業における景気の実感等について」調査

した結果が発表されています。これによりますと、景気が「回復している」と感じている

企業は 9.1 、「足踏み状態」が 41.5 、「悪化している」が 49.4 と、回復を実感し

ている企業が 1 割にも達していません。 

景気回復の実感は、業種による違いが大きく、製造業が「回復している」14.4 、「足踏

み状態」38.8 、「悪化している」46.8 であるのに対し、小売業は、「回復している」

0.8 、「足踏み状態」43.3 、「悪化している」55.9 と、状況が最も厳しくなってい

ます。今後の見通しでは、「回復企業」13.3 とやや上昇しているものの、景気回復の実

感が持てない企業が依然として多いことがわかります。 

景気の阻害要因としては「長期化するデフレ」70.4 、「円高の進行」63.9 が多く、次

いで「株安の進行」39.5 、「海外の経済の先行き」31.3 、「ねじれ国会による経済政

策の機動性欠如」30.9 、「エコカー補助金など政策効果の剥落」20.0 、「日中関係の

悪化」17.8 となっています。前述したように客単価、販売単価の低下が進んでおり、こ

のことが企業の景気感に影響を与えていることからデフレを問題視する割合が高いのだと

思われます。依然として変化に兆しがない為替の問題などに加えて、この間の政策上の問

題が加わり、今日の景気感を生み出していることがわかります。 

 

●●●●「「「「景気景気景気景気のののの踊踊踊踊りりりり場場場場」」」」とととと先行先行先行先行きへのきへのきへのきへの不安不安不安不安 大阪同友会調査大阪同友会調査大阪同友会調査大阪同友会調査からからからから 

 大阪同友会の会員の業況判断も、DOR の結果と同じような数値を示しています。対前期

の業況判断、売上、経常利益 DI は、いずれも 7-9 月期は少し後退しましたが、10-12 月

期には改善を見せています。しかし、対前期比の業況判断 DI は、4-6 月期 21、7-9 月期

15 10-12 月期 9 と逆に悪化しています。業況水準 DI は、4-6 月期△26 から 7-9 月期△

15 へと改善したものの、10-12 月期には△17 と停滞しています。このように、2010 年

上半期に改善に向かっていた業況判断が、これまで述べてきたような理由によって、下半

期には停滞し始め「踊り場」に差し掛かっている感があります。 



 中でも悪化しているのは、次期の見通し 対前年比 の業況判断 DI です。6 月の次期 つ

まり 7-9 月期 見通しは 15 で、よくなると考えている企業の方が多かったのですが、9

月には△2、さらに 12 月には△22 へと悪化しています。10-12 月期の業況の見通しは 9 月

には△2 でしたが、実際は 7 でした。実際は見通しよりもよかったにもかかわらず、1-3 月

期の見通しはさらに悪化している背景には、デフレへの懸念、エコカー補助金廃止などの

政策効果の縮小、円高、海外の動向への懸念などさまざまな要因がはたらいていると考え

られます。 

 2010 年下半期後半からこうした不安が強まってくる中で、悪化はしないものの目立っ

た改善はみられないという景気の踊り場状態がしばらく続くでしょう。踊り場状態から、

再び景気が改善されていくためには、円高やデフレ、政策に対する企業側の対応が行われ、

不安感が解消され、消費と投資が拡大する状況になることが必要ですが、その時期は早く

ても春以降になるのではないでしょうか。 

 



 

 



 



 



 



 



 



 

 


